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  通常国会が始まり、安

倍首相の自己中心的な

政治姿勢に批判が集ま

る。安倍首相は「もりか

け疑惑」で追及されると、

質問に関係なく、朝日新

聞の報道が「ウソ」だと

批判ばかりする。  
遅まきながら、森友学

園の資料が財務省から

次々と公表される。佐川

財務省理財局長、現国税

庁長官の「速やかに廃棄

した」との国会答弁は明

らかに虚偽だ。確定申告

が始まる中で、納税者の

怒りが高まる。安倍首相

はこんな佐川人事を「適

材適所」と自賛する。関

与を疑わせる音声デー

タまで公開された安倍

昭恵氏、佐川氏の国会証

人喚問は欠かせない。  
改憲の動きが加速。  

朝日１月２３日社説は

「際立つ首相の前のめ

り」と、安倍首相の自己

都合の改憲姿勢を批判

する。国民の多くは拙速

な改憲を望まず、議論も

深まっていない。憲法９

条改悪は、国民に分断を

もたらしかねない。   
 沖縄県名護市の市長選

で、辺野古移設阻止を訴

えた現職が破れた。安倍

政権と公明党が全面支

援した新人が当選した

が、これで辺野古移設が

容認されたわけでない。

アメとムチにより強引

に新基地建設が推進さ

れ、米軍の事故が相次い

でいる。沖縄県民の怒り

は高まるばかりだ。  
 米軍機事故では、松本

内閣府副大臣が議場か

ら「それで何人死んだ」

と、ヤジを飛ばす始末。

ネット上では、佐賀県の

自衛隊機事故の被害者

に心ない非難が寄せら

れている（毎日２月１１

日）。基地のそばで不安

を抱く人たちの気持ち

を考えると、心が痛む。

「政府や司法  住民より

基地重視」という声も

（中日８日特報）。  
  産経は交通事故をめ

ぐり、沖縄２紙が米兵の

「救出」を報道しなかっ

たことを非難した。８日

に事実確認できなかっ

たと謝罪したが、産経報

道のあり方を厳しく問

いたい。  
 安倍政権は沖縄の現

実から目をそらす。米ト

ランプ政権に追従する

姿勢は、核戦略でも同じ

だ。核廃絶でなく、核軍

拡を進める「核戦略の見

直し」を高く評価すると

は。唯一の戦争被爆国と

して、断じて許されない。 
 この問題の読売新聞

６日社説にも驚いた。

「安全保障環境の悪化

を踏まえ、米国が核抑止

力の強化に乗り出しの

はやむを得ない」と。ト

ランプ政権の核戦略、そ

れを評価する安倍政権

を支持するものだ。  
 揺れ動く政治とメデ

ィアの関係が問われて

いる。  
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